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（様式１） 

令和２年度（2020年度） 常葉中学校 部活動に係る活動方針 

 

第１ 部活動指導の目標 

公正な判断力と強い責任感を持ち、相互に協力して自ら向上しようとする部員を育成する。 

 （１） 教育活動の一環として、規則を守り礼儀正しい人間を育成することと、単に技

能だけを高める場ではなく、お互い協力し助け合い、社会的にも豊かな性格をつく

る場にしていく。 

 

（２） 登校時、下校時、部活動に教師がつけない場面等、教師のいないときの活動

もしっかりできるよう徹底して指導していく。 

 

（３） 部活動だけに集中し学級活動、生徒会活動、学習活動などがおろそかにならないよ

うにしていく。 

 

（４） 教育課程との関連を図り、合理的かつ効率的・効果的に取り組むとともに、生徒の

自主性・自発性を尊重した活動が行われるよう、指導を工夫する。 

 

第２ 部活動運営方針 

１ 指導・運営体制 

（１）部の設置 

ア 各部に所属する生徒数や、本校の職員数、部活動技術指導者の派遣状況などを踏

まえ、指導内容の充実、生徒の安全確保、職員の長時間勤務の解消等の観点から円

滑に部活動を実施できるよう、また複数顧問制が維持できるよう、適正な数の部を

設置する。 

 

   イ 今後、在籍生徒数（学級数）の減少に伴った教員数の減が見込まれるため、現在

の設置数を維持することが難しい状況が予想される。このため、所属する生徒数が

いなくなった場合は年度末にその存続について検討する。 

      

   ウ 複数顧問制が維持できるよう、新たに部活動を設置することは原則しないことと 

する。 

 

（２）指導体制 

  ア 部活動顧問の決定にあたって、校務全体の効率的・効果的な実施に鑑み、複数の顧 

問で指導に当たるなど、学校全体としての適切な指導、運営及び管理にかかわる体制 

の構築を図る。 

 

  イ 部の設置はないが、大会等への参加を希望する生徒がいる場合の対応については、 

毎年度確認し、校長が判断する。 
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２ 適切な指導の実施 

（１）部活動の実施に当たっては、次の点に留意する。 

 ○オーバーユースや持続的な負荷によって発症する障害、また練習のしすぎによるバーン 

アウト症候群などの予防や、バランスのとれた学校生活への配慮等を含めた、生徒の心

身の健康管理 

○生徒の活動場所における施設・設備の点検や活動における安全対策等の事故防止の徹底 

 

 ○体罰やハラスメントの根絶の徹底 

 

 ○顧問の一方的な教え込みにならないよう、生徒との対話を大切にした指導の徹底 

 

（２）部活動顧問は、適切な部活動を推進するため、年間指導計画、月別活動計画、月別活 

動実績を作成し、校長に提出する。 

 

（３）活動時間や活動場所、年間の経費等については、保護者・生徒に明示し理解を得る。 

 

３ 休養日等の設定 

   オーバーユースや持続的な負荷によって発症する障害、バーンアウトなどを予防する 

とともに、成長期にある生徒が運動、食事、休養及び睡眠のバランスのとれた生活を送 

ることができるよう、適切な休養日等を確保する。休養日等の設定については、以下を 

基準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、各部活動によって、練習場所、公式戦やコンクール等の時期等の条件により、統一

的・定期的な休養日を設定することが難しい場合については、月間単位、年間単位で柔軟に

設定する。この場合、月間では、平日及び週休日にそれぞれ少なくとも１日以上の休養日を

設けること、また、単一年度内に、平日及び週休日それぞれにおいて少なくとも 52日以上に

相当する休養日を設けることとする。 

 

４ 大会等の参加 

   週末等に開催される様々な大会・試合・コンクール・地域行事等への参加については、

生徒の教育上の意義や、生徒や部活動顧問の負担が過度とならないことを考慮する。 

 

（１）週当たり２日以上の休養日を設ける。（平日は少なくとも１日、土曜日及び日曜日（以

下「週休日」という。）は少なくとも１日以上を休養日とする。週休日に大会参加等

で活動した場合は、休養日を他の週休日に振り替える。） 

 

（２）１日の活動時間は、長くとも平日では２時間程度、週休日及び学校休業日は３時間程 

度を原則とし、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行う。 

 

（３）朝練習は、生徒の健康面に配慮しながら計画的に実施する。 

 

（４）校長は、上記の基準を踏まえ、各部活動の活動内容を把握し、適宜、指導・是正を行

う。 


